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「もんじゅ」性能試験と今後の展開 
～エネルギー安定供給と地球温暖化対策の両立を目指して～ 
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1983年 5月 原子炉設置許可 
1985年10月 建設工事開始 
1991年 5月 機器据付完了、試運転開始 
1994年 4月 初臨界 
1995年 8月 初送電 
     10月 ４０％出力到達                      
     12月 ナトリウム漏えい事故 
2005年 3月 改造工事（準備工事）着手 
2007年 8月 改造工事（工事確認試験）完了 
2010年 5月 性能試験再開 
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１次冷却系 
２次冷却系 水・蒸気系 

２次系ナトリウム 外部しゃへい建物 

原子炉格納容器 

１次系 

ナトリウム 

中間 

熱交換器 

１次主循環 

ポンプ 

制御棒 

炉心燃料 

空気 

冷却器 

過 

熱 

器 

蒸 

発 

器 

タービン 

発電機 

循環水 

ポンプ 

放水路へ 

冷却水 

（海水） 

給水 

２次 

主循環 

ポンプ 

復水器 

「もんじゅ」の設備概要 

電気出力：２８万ｋＷ（熱出力：７１万４千ｋＷ）、 ナトリウム冷却、 ＭＯＸ燃料炉心 



3 これまでの経緯 

平成22年 5月 性能試験再開 

平成19年 8月 改造工事完了 

平成17年 3月 改造工事着手 

平成 7年12月 ナトリウム漏えい事故 

平成 7年 8月 初送電 

平成 6年 4月 初臨界 

平成 3年 5月 機器据付完了 

平成 4年12月 性能試験開始 

昭和60年10月 建設工事開始 

昭和58年 5月 原子炉設置許可 

（平成22年５月６日） 

総合漏えい監視システムの設置 ２次系ナトリウム配管切断作業 

（平成６年４月５日） 

（昭和61年２月28日） 

（平成３年４月30日） 

（平成７年12月８日） 
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＜国による安全性確認＞ → 安全性総点検、実施状況の確認、設置変更許可 

＜福井県による安全性確認＞→「もんじゅ安全性調査検討専門委員会」での確認 

性能試験再開までの１４年間の取組み成果 

運転管理技術向上のための取組 ・  異常時運転手順書などの充実整備 

保守管理技術向上のための取組 ・ 高速増殖炉の保全プログラムの策定 
 （保全活動の実施体制や実施計画等を具体的に記載したプログラム） 
・ 他プラントトラブル事例の反映 
・ 蒸気発生器伝熱管等の健全性を確認する検査技術の開発 

地震に対する安全性の再確認 ・  国の新指針に基づく安全評価 
・  新潟中越沖地震を踏まえた安全評価及び地震対策 

安全性をより向上させるための取組 • 改良型温度計への交換 

• ナトリウム漏えい対策工事及び機能確認 

• 「もんじゅ」の安全性を再確認する安全性総点検及び実施状況の確認 

• 試運転経験等から摘出された設備改善工事 

• 安全研究成果等の反映 

「もんじゅ」は安全か 

安全向上の取組項目と成果 

・この１４年間、ナトリウム漏えい事故の原因究明と対策、「もんじゅ」の安全性を再確認する安
全性総点検などを踏まえ、「もんじゅ」の安全向上に取組んできた。 

・取組み結果については国等の関係機関により妥当であると確認された。 



5 性能試験全体について 
性能試験とは、 

○原子力発電所の建設工程の最終段階として、原子炉を起動して原子炉施設の安全性を確認する
とともに、プラントの系統・設備に係る機能及び性能について国の検査を受け、出力100％での運
転（本格運転）が出来ることを確認する。 
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6 性能試験の工程 

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 

4～9月 10～3月 4～9月 10～3月 4～9月 10～3月 4～9月 10～3月 4月～ 

プラント確認試験 

性能試験前準備・点検 

屋外排気ダクト取替え現地工事 

燃料交換 起動前点検 起動前点検 

本格運転 

設備点検 設備点検 

燃料交換 

炉心確認試験 
 
原子炉を臨界状態とし、 
炉心の特性を確認する。 
【原子炉出力：１％以下】 

４０％出力プラント 
確認試験 

 水・蒸気、タービン系を含む 
 プラント全体の機能と性能を 
 確認する。 
 【電気出力：０～４０％】 

性   能   試   験 

水・蒸気系点検・機能試験 

起動準備 

   出力上昇試験 
 

出力を定格まで上昇し、
プラント全系統の性能を
確認する。 
【電気出力： 
    ０～１００％】 

１．性能試験は、平成２２年５月から７月に実施した炉心確認試験、来年度実施する４０％出力
プラント確認試験、その後実施する出力上昇試験の３段階に分けて行う。 

２．炉心確認試験は、原子炉を臨界状態にして、炉心の安全性や特性等を確認する試験である。 



7 性能試験の進め方 

性能試験は、三つの段階を踏んで慎重に確認して進めていく。 

・炉心の特性は設計通りか？ 
・１次系、2次系のナトリウムを循環する機
器・設備は大丈夫か？ 

○「炉心確認試験」 

○「40％出力プラント確認試験」  

○ 「出力上昇試験」 

１次冷却系 水・蒸気系 
２次冷却系 水・蒸気系、ﾀｰﾋﾞﾝ・発電機 原子炉・１次冷却系 

中間熱 

交換器 

１次主 

循環 

ポンプ 

空気 

冷却器 

過熱器 

蒸発器 

タービン 
発電機 

循環水 

ポンプ 

放水路へ 

冷却水（海水） 

給水ポンプ 

復水器 

原子炉 

容 器 

２次主循環 

ポンプ 

蒸気を発生させず、水・蒸気系、タービン・発電機は使
用しない。 

プラントの全ての設備を使用し、蒸気を発生させ、電気を
起こす。 

・水･蒸気系設備は大丈夫か？ 

・電気を起こすタービン設備は大丈夫か？ 

・性能を１００％フルに発揮出来るか？ 
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目 的 概 要 実用化技術への成果反映 

・長期停止したプラントの炉心状態確認を行う。 

・燃料中のPuが壊変し生成したAmを比較的多く

含有する実炉心での物理データを取得し、将来

FBRの研究開発に活用する。 

・原子炉を臨界状態にして、Amを含有する炉心の制
御棒価値、温度係数などの物理データを測定し、
炉心の特性を確認する。 

・Amを含有する炉心データに基づく設計手法を
検証し，実用化プラントの炉心設計への適用を
図る。 

 

目 的 概 要 実用化技術への成果反映 

・長期保管状態であり、かつ設備改造後である水
・蒸気、タービン系統について、プラント全系
統の機能確認・性能確認を、40％出力までの運
転状態で実施する。 

・水・蒸気、タービン系を含めた全系統の起動を
通じてプラント運転保守の習熟を行う。 

・40％出力運転のための炉心構成を行い、40%までの
運転状態での試験を実施する。 

・核加熱による水・蒸気タービン系の動作試験を行
いながらプラント出力を40％とし、プラント全系統
の性能を確認する。 

・水・蒸気タービン系を含めた全系統の起動を通じ
てプラント運転保守技術の習熟を行う。 

・Amを含有する炉心の燃焼特性などの物理データを
測定し、炉心の特性を確認する。 

・確認試験に基づき、引き続いて行う出力上昇試験
が実施できることを評価・確認する。 

・Amを含有する炉心データに基づく設計手法を
検証し，実用化プラントの炉心設計への適用
を図る。 

・FBR設計手法を検証し，実用化プラントの設
計でのプラント運転制御性や安全評価等にお
ける最適化に反映。 

・得られた設計評価上の知見（余裕係数の考え
方等）を実用炉設計手法高度化へ反映。 

 

 

目 的 概 要 実用化技術への成果反映 

・本格運転に向けた出力上昇及び100％出力時
におけるプラント性能を確認するための試験
を行う。 

・水・蒸気、タービン系を含めた全系統の起動
を通じてプラント運転保守の習熟を行う。 

・100％出力運転のための炉心構成を行い、臨界試験後
、40％、75％、100％として炉心特性，プラント特性デ
ータを取得する。 

・水・蒸気、タービン系を含めた全系統の起動を通じ
てプラント運転保守の習熟を行う。 

・FBR設計手法を検証し，実用化プラントの設
計でのプラント運転制御性や安全評価等におけ
る最適化に反映。 

・得られた設計評価上の知見（余裕係数の考え
方等）を実用炉設計手法高度化へ反映。 

炉心確認試験（試験項目数：20*） 

４０％出力プラント確認試験（試験項目数：約90*） 

出力上昇試験（試験項目数：約110*） 

性  能  試  験（詳細） 

＊：複数の試験段階で実施する試験項目がある。 
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原
子
炉
状
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  炉心確認試験は、平成22年５月６日に開始し、平成22年7月22日に終了した。 
20項目の試験を実施した。 

主
な
試
験
項
目 

炉心確認試験の実績 

ホールドポイントを設け、試験状況や発生した不具合への対
応状況など一つ一つ状況を確認し、試験を行ってきた。 

制御棒価値確認 反応度停止余裕測定試験 

温度係数評価 

フィードバック反応度評価 

未臨界度測定法適用性評価 

新型ナトリウム温度計特性評価 

▲ 
ﾎｰﾙﾄﾞ 
ﾎﾟｲﾝﾄ１ 

▲ 
ﾎｰﾙﾄﾞ 
ﾎﾟｲﾝﾄ２ 

▲ 
 ﾎｰﾙﾄﾞ 
 ﾎﾟｲﾝﾄ３ 

▲ 
 ﾎｰﾙﾄﾞ 
 ﾎﾟｲﾝﾄ４ 

▲ 
ﾎｰﾙﾄﾞ 
ﾎﾟｲﾝﾄ５ 

▲ 
ﾎｰﾙﾄﾞ 
ﾎﾟｲﾝﾄ６ 

▲ 
ﾎｰﾙﾄﾞ 
ﾎﾟｲﾝﾄ７ 

臨界 
  ▼ 

制御棒引抜 
       ▼ 

約0.７％出力（約5MW ） 

約0.02％出力 

（約0.1MW ） 
約0.02％出力 
（約0.1MW ） 

出力約0.002％出力 

（約0.02MW ） 

約0.1％出力 

（約0.9MW ） 

約200℃ 約200℃ 

約300℃ 
約290℃ 原子炉停止 

5/6 5/8 5/16 5/23 5/28 6/4 6/14 6/16 6/19 7/7 7/17 7/22 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 

6/1 6/2 

原子炉出力 

原子炉起動 

ナトリウム温度 
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F 1 

F 2 

F 3 

C 1 

C 2 

C 6 
C 5 

C 4 
C 1 0 

C 9 
C 8 

C 3 

C 7 

B 3 
B 6 

B 2 

B 5 

B 1 

B 4 

内側炉心 外側炉心 

1100mm 

795mm 790ｍｍ 
臨界位置 

主炉停止系制御棒（微調整棒、粗調整棒） 

全挿入 

引抜 

５月６日午前１０時３６分 

性能試験を再開 

 

 

 

 

 

 

５月８日午前１０時３６分 

臨界到達を確認 

 

 

 

 

 

 

＜臨界時の炉心＞ 

○１４年間止まっていた原子炉
の運転は大丈夫か 

原子炉の安全な起動・運転を確認した。 

・原子炉及びナトリウム系統設備を安全に起動･運転す
ることができた。 

・14年前の燃料と新しく製造した燃料で、予測通り原子炉
を臨界にした。 

＜臨界：炉心内で核分裂連鎖反応が一定の割合で持続している状態＞  

後備炉停止系制御棒 

１次冷却系 ２次冷却系 原子炉・１次冷却系 

交換したナトリウム温度計やナトリウム漏えい検出器 
ナトリウムを循環するポンプ などのナトリウム設備 

ナトリウム設備を安全･安定に運転 原子炉を予測通り安全に起動 

炉心確認試験での確認と成果（1/4） 
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制御棒案内管 
制御棒 

駆動軸 

炉心燃料 
ブランケット燃料 

挿入状態 最も引抜 
かれた状態 

約
1
m

 約
3
.6

m
 

制御棒 
上部案内管 

炉心上部機構 

○原子炉を安全に止める、制御する
ことができるか 

・制御棒１９本すべての効き具合を確認した。（制御棒価値確認） 
・制御棒により安全に原子炉を止められることを確認した。（反応度停止余裕測定試験）  

原子炉の安全性を確認した。 

炉心確認試験での確認と成果（2/4） 

F 1 

F 2 

F 3 

C 1 

C 2 

C 6 

C 5 

C 4 
C 1 0 

C 9 

C 8 

C 3 

C 7 

B 3 
B 6 

B 2 

B 5 

B 1 

B 4 

制御棒の配置 

Ｂ：後備炉停止棒（ＢＣＲ） 

Ｃ：粗調整棒（ＣＣＲ） 

Ｆ：微調整棒（ＦＣＲ） 
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○原子炉の安定性は 

・ナトリウム温度を約３００℃まで上げ、温度変化による炉心の特性（反応度の低下）を確認した。 
 （温度係数測定試験） 
・原子炉出力が制御棒の操作によらず自ら安定する特性（自己安定性）を有していることを確認した。
（フィードバック反応度評価）  

自己安定性を確認した。 

炉心確認試験での確認と成果（3/4） 

0 50 100 150 200 250
0.0

0.5

1.0

原子炉出力（％）

原
子

炉
出

力
（
％

)

制御棒引抜き後の時間(分）

1本の制御棒を12mm引抜後、原子炉出力が約0.7%
まで上昇し、その後、出力が徐々に低下（負のフィー
ドバック)し、約0.2%で安定（自己安定性）することを
確認した。 

＜フィードバック反応度評価結果＞ 

○試験は事前の予測通り
だったか 
・ ３種類の燃料（14年前に使った燃料、14年前に製造し保管していた燃料、新たに製造した燃料）を使用し

た炉心でも、十分な精度で、臨界予測ができた。 

高精度の臨界予測技術が実証できた。 
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○貴重なデータが得られたか 

・高速炉の炉物理研究にとって世界的にも貴重な、アメリシウムを含んだ炉心（全ての燃料重量の約1.5％が

アメリシウム）のデータを取得することができた。  

                ⇒ アメリシウムをうまく燃やすための研究に貢献（放射性廃棄物発生量の低減） 

高速増殖炉実用化のためのデータが得られた。 

炉心確認試験での確認と成果（4/4） 

超音波センサ 

（送信） 

超音波センサ 

（受信） 

配管 

ナトリウム 

現在の温度計 
(熱電対温度計) 

超音波 

温度計 

保温材 

○新たな技術へのチャレンジ 

・福井大学、大阪大学等と連携して高速炉における未臨界状態における反応度を測定する方法のデータ取
得を行った。(未臨界度測定法適用性評価) 

・新型ナトリウム温度計（配管表面に設置した超音波温度計）の特性を確認した。（新型ナトリウム温度計特
性評価） 

新たな技術のデータを取得した。 

大学の参画 

180

200

220

240

260

280

300

6/4 6/5 6/6 6/7 6/8 6/9 6/10 6/11 6/12 6/13

本設温度計(210C-TE4A～C)の平均値

新型ナトリウム温度計

超音波温度計測定結果例 

（ナトリウム温度 約190℃→約290℃ 、流量約１％ ） 

データ測定日時 

ナ
ト

リ
ウ

ム
温

度
(℃

) 

超音波温度計と現在
の温度計の指示値が
ほぼ一致することを確
認した。 



14  炉心確認試験における運転管理 

炉心確認試験時の運転体制 
(1)各当直班は、８名以上で構成 
(2)発電課試験班がプラント操作を応

援 
(3)制御棒操作は、中級及び上級運転

員に限定して実施 

制御棒操作状況 

○運転員が起動操作を経験 
  （制御棒操作を伴う試験時間：延べ640時間以上） 
  ⇒ 制御棒操作等の運転操作を習熟 
  ⇒ 運転操作経験に基づく手順書等の改善を実施 
    
 
 
 
○原子炉起動前点検及び原子炉停止後点検を実施 
  ⇒ 手順書による安全な原子炉起動及び原子炉停止を確認 
 
○様々な警報発報への対応を経験 
  ⇒ 炉心確認試験時に発報した天候による外乱等の警報に対

して、適正化の対応措置を実施 
  ⇒ 警報発報に対する改善効果等の技術的評価を行い、警報

の適正化に反映 
  ⇒ 通報連絡のさらなる改善に反映 

炉心確認試験における運転管理実績とその反映 

【改善例】微調整棒の挿入速度について 
       ・試験操作手順書を直ちに改善 
       ・他の運転操作手順書へも水平展開し改善を実施 
       ・運転員の研修資料も改善を実施 



15  炉心確認試験中での不具合の保守管理への反映 

１．原子炉、ナトリウム系設備への反映 

  ⇒ 同種設備への水平展開など、確実な対応を実施する。 

 

２．水・蒸気系、タービン系設備への反映 

   ⇒ 点検後実施する機能確認試験で設備を運転し、運転状態での不具合等を洗い出し、適切 

    な処置を実施する。 

 

３．経年劣化による不具合の保全計画への反映 
   ⇒  計画的な取替計画等を作成し、保全計画へ反映し、点検時に取替えを行う。 

 ○ 炉心確認試験中に発生した不具合３２件 

⇒ いずれも原子炉施設の安全確保の観点から問題となる事象ではなかった。 

⇒ 試験期間中に２９件については処置完了。 残りの処置或いは原因究明・対策検討を継続。 

保守管理への反映 



16 ４０％出力プラント確認試験に向けた準備 

１．４０％まで出力を上げるための燃料交換を実施 
  ・ 炉心燃料を33体交換する。（平成22年8月11日～8月17日に実施済） 

２．４０％出力プラント確認試験で使用する設備の健全性を確認 
  ・ 炉心確認試験で使用した１次系、２次系等設備を点検する。 
  ・ ４０％出力プラント確認試験から使用する水・蒸気系設備を点検し、点検後の機能確認試験により

健全性を確認する。 

３．炉心確認試験での経験の反映 
  ・ 炉心確認試験での運転･操作実績、操作手順等を試験要領等に反映し、一層の安全の確保を図る。 
  ・ 不具合経験を踏まえ、同様の不具合の発生をできる限り尐なくするための対策を実施していく。 

また、必要な点検は保全計画に反映する。 

炉心確認試験 出力上昇試験 

水･蒸気、タービン系を含むプラン
ト全体の機能と性能を確認する。 
(0～40％電気出力) 

出力を定格まで上昇し、プラン
ト全系統の性能を確認する。 
(0～100％電気出力) 

原子炉出力 
電気出力 

40％ 

45％ 45％ 

40％ 

79％ 

75％ 

～０％出力 

100％ 

原子炉の臨界状態で炉心の
特性を確認する。 

（原子炉出力  ～約0.7％） 

40％出力プラント 
確認試験 

「もんじゅ」の性能試験 
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高速増殖炉発電所の 
国内技術の確立 

「もんじゅ」及び周辺地域を国際的な 
研究開発の中核として整備 
●海外・国内研究機関、地域企業等と

連携して研究開発を推進 

「もんじゅ」を用いた先導的国際 
プロジェクト 
●例:「もんじゅ」を利用した「包括的

アクチニドサイクル国際実証」プ
ロジェクト※ 

商業炉（実用炉） 
2050年より前の開発 

 
 

実証炉 
2025年頃の実現 

 
 

革新的な技術の研究開発 

運転・保守経験 

「もんじゅ」 

実用化研究開発 
（FaCTプロジェクト） 

経済性を含む革新的技術の実証 
高い稼働率の運転 

高い経済性 
安定運転 

研究開発 

(1) 高速増殖炉実用化に向けた原型炉としての役割 

(2) 高速増殖炉の国際協力における役割 

(3) 高速増殖炉研究開発の中
核としての役割（立地地域
への貢献） 

高速増殖炉の意義と「もんじゅ」の役割 

「もんじゅ」は実証炉・実用炉の設計、運転保守に不可欠 
●発電プラントとしての信頼性実証 
●運転経験を通じたナトリウム取扱技術の確立 
●高速増殖炉実用化に向けた研究開発等の場としての活用・

利用（炉心・燃料に係る高度化技術実証） 

高速増殖炉の意義： 
・発電しながら消費した以上の燃料を生産 
         ⇒ エネルギー安定供給に大きく貢献 
・放射性廃棄物中のマイナーアクチニドを燃料として再利用 
         ⇒ 環境負荷を低減 
・長期かつ持続的に温室効果ガス排出が十分小さい発電が可能 
         ⇒ 温暖化抑制 

高速増殖炉は次世代発電炉の本命 

※日仏米共同研究(実施中) 



18 原型炉としての「もんじゅ」の役割 

発電プラントとしての信頼性の実証、ナトリウム取扱技術の確立 
１．我が国の優れた高速増殖炉技術を国民や世界に示す。 

「我が国の技術力の実証」「高速増殖炉に関する世界の中核的研究開発拠点」 
   フランスはフェニックス（電気出力２５万ｋＷ）で３３年間、ロシアはＢＮ－６００（同６０万ｋＷ）で２９年間の原型炉の運転実績。 

   我が国も、耐震性や保守性に優れた方式（ループ型）の「もんじゅ」を安全・安定に運転し、技術力を実績で証明していく。 

 

２．実験炉「常陽」の開発成果や研究開発データ等に基づく設計の妥当性を検証。 

「設計の検証」 
   実験データの約５倍にスケールアップして設計・建設された「もんじゅ」が設計のとおりの性能を発揮することの確認を通じ、 

   設計の妥当性・裕度を検証する。（特に、蒸気発生器は、ナトリウム取扱技術の要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．性能試験（試運転）、運転・保守経験から得られる知見（特に改善点）の反映。 

「経験に基づく着実な実用化技術の開発」 
   運転を継続すれば、やってみなければわからない・やった人しか気がつかない大小の改善点が現れる、 

     また、設計段階では確認できなかったデータ（材料の放射化等）が得られる。 

   運転経験を通じて実用化に向けた課題の発掘と改善を数多く蓄積し、実証炉の設計等に反映する。 

高速実験炉「常陽」 高速増殖原型炉「もんじゅ」 

熱出力   ７．５万ｋＷ（マークⅠ炉心）～ 

          １４万ｋＷ（マークⅢ炉心） 

（「常陽」とは別に５万ｋＷの蒸気発生器試験） 

７１．４万ｋＷ 

（約２４万ｋＷ×３ループ） 

電気出力 蒸気発生器やタービン発電機はない ２８．０万ｋＷ 

高速増殖炉が「夢」ではないことを示し、設計方法が確立していることを確認して 

さらなるスケールアップと改善を行い、実証炉・実用炉を開発していく 

約５倍 

その後も、経済性や環境負荷低減性等に優れた新型燃料の試験等に活用していく 



19 実用化研究開発における革新的な技術の研究開発 

２次系ポンプ 

蒸気発生器 

１次系ポンプ組込型 
中間熱交換器 

原子炉容器 

○炉心安全性の向上 
 
 
 
 
 
 
○耐震性の向上 

○ナトリウム取扱技術 
○建屋容積・物量の削減 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○高燃焼度化による長期運転サイクルの実現 

①配管短縮のための高クロム鋼の開発 
  →強い材料の適用 

⑬建屋の三次元免震技術 
   →大きな地震があっても安全性を確保 

④原子炉容器のコンパクト化 
  →原子炉そのもののコンパクト化 

⑦高燃焼度化に対応した炉心燃料の開発 
  →軽水炉の３倍長持ちする燃料 

③１次冷却系簡素化のための 
ポンプ組込型中間熱交換器開発 

  →大型の機器の合体 

②システム簡素化のための冷却系２ループ化 
  →冷却系統の単純化 

⑫炉心損傷時の再臨界回避技術 
   →人間が操作しなくても確実に閉じ込める 

⑧配管２重化によるナトリウム漏洩対策強化 
   →万が一漏えいしても外部に漏れない配管 

⑪受動的炉心停止と自然循環による炉心冷却 
   →人間が操作しなくても確実に止める・冷やす  

⑨直管２重伝熱管蒸気発生器の開発 
   →水との接触を避けた管、簡素な蒸気発生器  

⑤システム簡素化のための燃料取扱系の開発 
  →小さな原子炉容器に適用できるシステム 

⑥物量削減と工期短縮のための 
格納容器のＳＣ造化 

  →機能・品質を維持しつつ現地工事を短縮 

⑩保守、補修性を考慮したプラント設計 
   →保守・補修しやすい設計 

経済性に係る課題 
信頼性向上に係る課題 

安全性向上に係る課題 



20 「もんじゅ」における研究開発 

 
 

 高速増殖炉実用化研究開発への成果の反映 

工事確認試験 
プラント確認試験 

本 格 運 転 

 
 

 

性能試験 

「もんじゅ」及び
これに関連する 

研究開発 

（運転・保守経験） 

１．発電プラントとしての信頼性実証 
 （①安全・安定運転の達成、②性能試験、③原型炉技術評価） 
２．運転経験を通じたナトリウム取扱技術の確立 
 （①ナトリウム管理技術確立、②プラント保全技術確立、 
 ③ナトリウム機器の技術蓄積） 

 国際的研究開発拠点化（性能試験参加、もんじゅ利用） 

設計技術の評価 信頼性実証、ナトリウム取扱技術確立
(増殖性能･安定運転等) 

高燃焼度燃料燃焼実証 
ＴＲＵ燃料＊照射 

（性能試験データ） （もんじゅ高度化） 

３．高速増殖炉実用化に向けた研究開発等の場として活用・利用 （①もんじゅ高度化） 

2010 年度 2015 ～2025 

※原子番号がウラン（原子番号92）よりも大きい元素を超ウラン元素（TRU：transuranic elements)と呼ぶ。TRUにはプルトニウム（同94）のほか、ネプツニウ
ム（同93）、アメリシウム（同95）、キュリウム（同96）といったマイナーアクチニド（MA)等が含まれる。そこで、MAを含有した燃料をTRU燃料と呼ぶ。  
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• 原子炉の起動・停止、定格出力による連続定常運転を行うことにより、
プラント運転、発電性能を発揮できることを示す。 

• 運転経験を通じて、高速増殖炉発電プラントの運転管理について、規則
（保安規定、運転手順書）、基準等の体系化を図る。 

• 機器を適切な時期・方法で保守する「保全プログラム」を作成し、故障
やトラブル等の保全データベースを充実し、保全活動の改善を進める。 

• 実証炉計画を支援するため、「もんじゅ」が安全・安定運転の実績を積
むことが重要。 

「もんじゅ」における研究開発  

ナトリウム炉の
運転・保守管理
体系化、基準化 

実証炉以降の
運転・保守管理
のベース 

保安規定（運転管
理） 

運転手順書類 
・運転計画 

・運転員の確保 

・巡視点検 

・運転手順書の作成 

・運転条件 

・反応度測定検査 

・ナトリウム純度管理 

・運転上の制限 

運転経験を反映して 

改正していく。 

・通常の運転 

・故障やプラント異常時 

・アクシデントマネジメント 

運転経験を反映して 

改善・拡充していく。 

運転手順書全体写真 

１．① 安定・安全運転の達成 

運転経験 
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性能試験計画の基本方針 

（１）燃料及びプラント設備機器が長期保管状態にあることを踏まえ、段階的に試験を実施して、 

   試験の結果から抽出される課題の対応を可能とする。 

（２）また、段階的試験実施を通じて、運転員及び保守員の技術習熟を図る。 

（３）法令に沿った性能確認、設計の妥当性評価、実用化研究開発へのデータ反映など、  

   「もんじゅ」の特徴と役割を考慮する。 

性能試験実施内容 

（１）性能試験は炉心・遮へい試験及びプラント特性試験から構成し、炉心確認試験、40%出力プラ   

   ント確認試験、出力上昇試験の3段階で実施する。 

（２）炉心・遮へい試験では、臨界から定格出力までの炉心・遮へい特性の確認、すなわち、制御棒   

  価値の測定（過剰反応度、反応度停止余裕等）、反応度係数の測定、中性子及びγ線量の測  

  定を行い、当該データを取得するとともに、実際の炉心特性が設計の範囲内にあることを確認 

  する。 

（３）プラント特性試験では、1次主冷却系等の系統運転特性、タービントリップ等の異常模擬運転 

  特性、中性子検出器及び水漏えい検出器等の計測制御特性、並びにナトリウム純度及びアル 

  ゴンガス純度等の化学分析評価を行い、当該データを取得するとともに、実際のプラント特性が 

  設計の範囲内にあることを確認する。 

（４）また、これら取得したデータを集約してデータベースを構築する。 

１．② 性 能 試 験 
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高速増殖原型炉の性能試験、
本格運転で取得したデータ
に基づき、原型炉を建設した
結果の技術評価を行う。 
 

 

・「前回の性能試験」 

・Amの蓄積量が多い「今回
の性能試験」 

・「本格運転時」 

 

               

 

 

 

設計手法（データ、コード）の
精度、妥当性を検証するとと
もに、設計余裕の合理化を
検討し実証炉・実用炉設計
に反映する。 

様々な炉心条件で、
取得したデータ 

本格運転 

臨界特性データ 

制御棒反応度価値 

データ 

各種反応度係数 

データ 

反応率分布測定 

データ＊ 

その他反応度測定 

データ＊ 

臨界特性データ 

制御棒反応度価値 

出力係数データなど 

燃焼特性データ 

（燃焼欠損反応度） 

集合体出力履歴 

（出口温度計データ） 

使用済み燃料 

PIE（組成分析） 

データ 

未燃焼炉心の特性測定 燃焼炉心の特性測定 
（4～5サイクルで平衡炉心に） 

最新解析手法による 

解析精度検証 

炉定数調整法による 

核データライブラリ調整 

「もんじゅ」増殖炉心の性能評価と最新解析手法による炉心特性解析精度の検証 

性能試験 

データベースの拡充、解析コードの高精度化 

実証炉・実用炉設計への反映 

「もんじゅ」の試験・運転から得られる知見 

１．③ 原型炉技術評価（炉心・しゃへい特性） 
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★詳細熱流動解析手法を用いた最適動特性解析モデルの構築 
(1) 原子炉容器（RV）上部プレナム詳細熱流動解析 

(2) 詳細熱流動解析結果からフローネットワーク 

モデル（FNM）の構築 

流速分布・ 
温度分布 
把握 

FNM構築 
C D2 

F 

A 

炉心
出口 

B 

E 

D1 

フロー
ホール  

詳細領域 

オーバー 
フロー 

ナトリウム液面 

ブランケット 

 出口 

C L 

内筒 
上昇 

AC 

← ← 

1次主冷却系 2次主冷却系 

SH 

EV 

IHX RV SG 

<< プラント全系動特性解析モデル >> 

プラント全系動特性  
解析モデルに組込み 

<< 上部プレナム熱流動解析結果 >> 

300秒後 180秒後 60秒後 

℃ 

 (3) その他主要機器のFNMの構築 
 ・IHX, AC, SG (EV, SH)についても、詳細熱流動解析を実施しFNMを構築 

(4) プラント全系動特性解析 
 ・構築したフFNMを用いて、プラント全系の動特性解析を実施。 
 ・「もんじゅ」性能試験により検証（主要機器の出入口温度変化・流量化）。 

●原型炉と異なる仕様の将来炉に対して、精度の高いプラント 

 動特性評価が可能となる。 

１．③ 原型炉技術評価（プラント特性） 
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大型機器、燃料集合体等の洗浄データ等の蓄積 ナトリウム純度管理、腐食生成物挙動のデータ取得 

・コールドトラップ(CT)による不純物捕獲負荷評価のための
CT純化効率（η）評価 

・系統昇温や燃料交換に伴う不純物持込量評価 

・Na純度管理基準値評価のためのプラギング計によるプラギ
ング温度（純度）測定およびサンプリング・不純物分析方法
の妥当性評価 

・従来型CTの再生方法検討 

・CTに代わる高機能セラミック
スを用いたNa純化精製装置 
開発 

・ＣＰを含んだ照射済燃料集合体洗浄廃液の減容固化
技術評価 

・大型ナトリウム機器等の洗浄処理技術評価 

・点検、保守・補修に伴うナトリウム機器の開放・取り出し
等の取扱い方法検討 

・洗浄系の系統除染の必要性検討 

・定期検査への適用 

SUS容器 

供給Ｎａ 
純化 

供給Na管(兼端子） 

不純物含有Ｎａ 

(Na2O、NaH) 

電源 

電流 電子 

妨害元素 

(K,Ca等） 

析

出 

沈
降 

β ”ｱﾙﾐﾅ 

α ｱﾙﾐﾅ 

(絶縁材） 

純化Na管 

(兼端子） 

高機能セラミックスＮａ純化精製装置 

・実証炉以降の大型ナトリウム機器等洗浄処理技術の開発 

「もんじゅ」廃棄物処理系統 

これらの研究をもとに 

・廃棄物となるCTの減容技術
の開発 

２．① ナトリウム管理技術の確立 
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 「もんじゅ」の原子炉容器、１次主冷却系配管および蒸気発生器伝熱管のISI（供用期間中検査）

技術について、第１回定期検査までにＩＳＩ装置の整備を終了した上で、保全プログラムに従い「も

んじゅ」に適用し、高温・高放射線環境などを特徴とする高速炉機器のISI技術を実証する。 

検査ロボット ガード 
ベッセル 

原子炉容器廻り検査装置 

蒸気発生器 

検査プローブ 

蒸気発生器伝熱管検査装置 

検査ロボット 
中間熱交換器 

１次主冷却系配管検査装置 

「もんじゅ」系統図 

原子炉容器 

実機適用し検査システムとしての性能を実証 

・検査性能向上（微小欠陥の検出性、定量評価） 
・信頼性、取扱性の向上 
・検査期間短縮、コスト削減 

２．② プラント保全技術の確立 
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１．安全・合理的なナトリウム機器の保全計画の作成、運用技術 

  ●プラントの機能維持、安全性確保のための重要度情報 

 ●機器、系統の劣化現象の定量的データ 

 ●保全計画のPDCAサイクルを通した改善（合理化）の履歴 

２．設計に基づいてプラントの特性を評価する技術（許認可対応の安全性評価を含む） 

 炉心、プラントや系統の想定条件下での挙動の、設計データと解析コードによる模擬 

 ●機器故障率データ 

 ●設計情報データ群（設計根拠書、設置許可申請書、各種技術検討書、等） 

 ●解析コードライブラリ 

 ●解析例データベース（入力データ、解析結果、検証結果） 

３．プラント・機器の設計技術 

 過去の設計情報の新たな設計案への反映 

４．共通データ 

 ●「便覧」機能・・各種物性値、基準、規格、規定、等 

５．プラントの技術情報を総合するデータベース構築技術（１～４を総合） 

 「もんじゅ」プロジェクトの成果のパッケージ化 

２．③ ナトリウム機器の技術評価 
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高度化の概念 
・長運転ｻｲｸﾙ化 
・高燃焼度化等 

○炉心性能の向上 
・燃料・炉心性能高度化実証 

・実証炉・実用炉で採用する燃料を「も

んじゅ」を用いて工学規模で照射  

・段階的な炉心高度化について燃料

供給計画も含めて検討する予定。                        

○高速中性子場としての活用（照射能力を活かす研究開発） 

最大線出力 
Max. linear power 

３６０W/cm 
サイクル長 

Cycle Length 

５ months 

最大線出力 
３６０W/cm 

サイクル長 
５ months 

平均燃焼度 
８０ ［GWd/t］ 

MA,FP燃焼試験 
MA, FP burn up 

最大線出力 
Max. linear power 

４５０～４８０ 

W/cm 

サイクル長 

Cycle Length 

≧１２ months 

最大線出力 
400～480 

W/cm 

サイクル長 
10～12 months 

平均燃焼度 
１００～１５０ 
 ［GWd/t］ 

照射スペース 
６～１８assemblies 

MA燃焼試験 

低燃→高燃炉心 高度化炉心 「もんじゅ」高度化炉心配置図（例） 

高速増殖炉の実用炉用燃料として有力なマイナーアクチニド

（MA）含有燃料（TRU燃料とも言う）を、「もんじゅ」及び「常陽」を

利用して照射 

・高速増殖炉で燃焼させることによりMA全量リサイクルの
可能性を示す 

３．① もんじゅ高度化 

【「もんじゅ」を利用した「包括的アクチニドサイクル国際実証」プロ

ジェクト】 

・3ステップで段階的に
実施 

・第４世代国際原子力
システムフォーラム
(GIF)／ナトリウム冷却
高速炉プロジェクトの
一つ 
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「もんじゅ｣等で 

照射試験 

日仏米共同の高速増殖炉燃料実証計画（ＧＡＣＩＤ） 

燃料製造 

Global Actinide Cycle International Demonstration 
核燃料の再処理によってできる廃棄物の一部であるマイナーアクチニド
（ＭＡ）を回収して燃料として再利用することにより、放射性廃棄物の
低減と核拡散への抵抗性を高めるための研究開発プロジェクト 

海外研究者の駐在 

フランス・米国は「もんじゅ」に期待 

フランス 

原子力庁 米国エネルギー省 

米国エネルギー省副長官のプレス会見 

（２００６年２月１６日） 

日本は、核燃料リサイクリング技術においてすばらしい能力を有しており、
まもなく、世界で最新の商業用再処理施設の運転を開始しようとしている。
我々としては、日本は、新たな技術の試験及び実証を行うためのポテンシャ
ルを有していると考えている。また、日本は、自分の知る限り少なくとも２
つの高速炉を有しており、これらは、近い将来の当該炉の有用性の実証を行
うことが可能である。したがって、日本の参加は、本構想への大きなチャン
スであり、できる限り早く当該技術を開発するためには、日米お互いの能力
とリソースのコミットが必要である。 

【国際原子力エネルギー計画（ＧＮＥＰ）構想において、日本に対してどの
ような技術的・資金的貢献を期待しているか、との質問に対する、クレイ・
セル副長官（当時）の回答。】 

ＭＡ原料提供 

常陽 もんじゅ 

常陽 

もんじゅ 

集合体照射 

もんじゅ 

計画検討 試験燃料製造 

ステップ－１ 

Ｎｐ／Ａｍ含有燃料のピン照射 

ステップ－２ 

Ｎｐ／Ａｍ／Ｃｍ含有燃料のピン照射 

ステップ－３ 

Ｎｐ／Ａｍ／Ｃｍ含有燃料の集合体照射 

全体スケジュール 

ステップ－１と、ステップ－２の一部における役割分担 

フランス原子力庁長官付特別顧問の 

インタビュー 

（２００９年９月１５日報道） 

この先の１０年を失われた１０年にしないためにも、「もんじゅ」を早期に
再開することは極めて大事だ。 
【原型炉フェニックス（電気出力２５万ｋＷ）の停止（２００９年）とフラ
ンスが進めるナトリウム冷却高速原型炉「ＡＳＴＲＩＤ」（電気出力２５～
６０万ｋＷを想定）の稼動予定まで約１０年の空白期間が生じることになる
ことについての、ジャック・ブシャール長官付特別顧問の発言（電気新聞の
インタビュー）】 

フランス 

電力会社 



30 各国の高速炉開発計画 

２０００年 ２０１０年 ２０２０年 ２０３０年 ２０４０年 ２０５０年 

ロシア 

インド 

中国 

フランス 

韓国 

日本 

「もんじゅ」は、世界でも限られた高速増殖炉の研究開発の拠点 

＊インド政府は、2012～2020年
の海外からの4000万kWeの
軽水炉導入を見込んで、数字
を見直し中 

出典： 

各国の高速炉開発計画は、
FR09（2009年12月7日～10日、
京都）における各国の発表論
文より引用 

ロシアの2050年原子力発電設
備容量は、 

P.G. Shchedrovitsky, et al., 

“The Program of Fast 

Reactor Development in 

Russia.”(2009) 

インドの2050年頃の原子力発
電設備容量は、 

A. Kakodokar, ”Nuclear 

Energy in India”(2004).  

中国の2050年の原子力発電
設備容量は、 

Xu. Mi, ”Fast Reactor 

Development for a 

Sustainable Nuclear Energy 

Supply in China.”(2009) 

実験炉ＢＯＲ－６０（１．２万ｋＷｅ）：運転中 

原型炉ＢＮ－６００（６０万ｋＷｅ）：運転中 

実証炉ＢＮ－８００（８８万ｋＷｅ）：建設中 

商業炉ＢＮ－１２００（１２２万ｋＷｅ） 

実験炉ＦＢＴＲ（１．３万ｋＷｅ）：運転中 

原型炉ＦＰＢＲ（５０万ｋＷｅ）：建設中 

商業炉（２０２３年までに５０万ｋＷｅ×６基） 

実験炉ＣＥＦＲ（２万ｋＷｅ）：建設中 

実証炉ＣＤＦＲ（６０～９０万ｋＷｅ） 

実証炉ＣＤＦＢＲ（１００～１５０万ｋＷｅ） 

商業炉 

原型炉フェニックス（２５万ｋＷｅ）：停止 

第四世代プロトタイプ炉ＡＳＴＲＩＤ（５０～６０万ｋＷｅ） 

商業炉（１５０万ｋＷ） 

実証炉ＫＡＬＩＭＥＲ－６００（６０万ｋＷｅ） 

商業炉（１２０万ｋＷ） 

原型炉「もんじゅ」（２８万ｋＷｅ） 

実験炉「常陽」（１４万ｋＷｔ） 

実証炉（５０～７５万ｋＷｅ） 

商業炉（１５０万ｋＷｅ） 

原子力発電設備容量：１億ｋＷｅ以上 

原子力発電設備容量：２．７億ｋＷｅ 

（うち高速炉：２．６億ｋＷｅ）＊ 

原子力発電設備容量：2.4～2.5億ｋＷｅ 

（うち高速炉：２億ｋＷｅ） 
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～平成２１年１１月１５日 エネルギー研究開発拠点化計画推進方針より～ 

 高速増殖炉を中心とした国際的研究開発拠点の形成 

地域産業の 

発展 

②新型燃料研究開発施設 

  （仮称） 

日米仏の共同研究による新
型燃料を研究開発する施設 

 

 

 

ＦＢＲプラント工学研究センター 

「もんじゅ」から得られるプラントの運転信頼性や保全技術
向上の課題解決およびナトリウム取扱技術の高度化等を
目指す研究開発を行うため、敦賀市白木に組織を創設し、
研究体制を強化。【平成２１年４月】 

①プラント実環境研究施設 

  （仮称） 

実際のプラントと同様な環
境を模擬した条件下で、ナト
リウム取扱い技術の高度化
などの研究開発を実施 

 

①レーザー共同研究所（平成21年9月設置） 

「もんじゅ」および関連研究施設から
得られるデータを利用し、広域連携大
学拠点等と共同研究を実施 

県内企業と「もんじゅ」や「ふげん」等
に関する技術の共同開発や成果の
活用を促進 

②プラントデータ解析共同研究所
（仮称） 

③産業連携技術開発プラザ
（仮称） 

平成２４年度に「プラント技術産学共
同開発センター（仮称）」に移転 

福井大学附属 

国際原子力 

工学研究所 

（平成21年4月設置） 

敦賀駅西地区に、 

平成22年度建設着工、 

平成23年度移転予定。 

建設準備中 

プラント技術産学共同開発センター（仮称） 

県内企業や広域の連携大学拠点等と一体となって地域産
業の発展につながる研究開発を実施。 

 

 
配置設計実施中 

必要な研究施設を整備 

構想検討中 
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○炉心確認試験では、 
・原子炉を安全に起動するとともに、原子炉の安全性を確認 
・ナトリウム設備、ナトリウム漏えい検出器の安定運転を確認 
・数々の貴重な運転データの取得 
などを行うことができた。 

 
○得られた成果は高速増殖炉の実用化研究に反映していく。また、学会
等を通じ広く公表し、敦賀から世界に情報発信していく。 

 
○炉心確認試験を安全に終えることが出来たのは、温度計の取替、ナト
リウム漏えい対策工事、設備の健全性確認等を通じ、事前の準備及び
確認を実施してきた成果と考えている。 

 
○今後も、40％出力プラント確認試験に向け、設備の健全性確認も含め、
徹底した事前の準備及び確認を行っていく。 

 
○皆様のご理解を得ながら、安全確保を最優先に、透明性を高め、性能
試験を進めていく。 

 まとめ 
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参考資料 
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1983年 5月 原子炉設置許可 
1985年10月 建設工事開始 
1991年 5月 機器据付完了、試運転開始 
1994年 4月 初臨界 
1995年 8月 初送電 
     10月 ４０％出力到達 
     12月 ナトリウム漏えい事故 
1996年 3月 原子力委が「原子力政策円卓会議」を設置 
1997年 3月 旧動燃の東海再処理施設で火災爆発事故 
1998年 3月 旧科技庁が「もんじゅ安全性総点検」の結果を公表 
     10月 核燃料サイクル開発機構が発足 
1999年 9月 東海村のＪＣＯで臨界事故 
2000年11月 原子力委が原子力長期計画を決定 
     12月 地元自治体に工事計画の事前了解願い 
2001年 1月 中央省庁再編 
      6月 地元自治体から工事計画の原子炉設置変更許可申請につ

いての了承を受領 
      6月 改造工事に係る原子炉設置変更許可を申請 
      7月 福井県が「もんじゅ安全性調査検討専門委員会」を設置 
2002年12月 改造工事に係る原子炉設置変更許可 
     12月 改造工事に係る設計及び工事の方法の認可を申請 
2003年 1月 名古屋高裁が原子炉設置許可無効の判決 
     12月 福井県の「もんじゅ安全性調査検討専門委員会」がとり

まとめた報告書についての県民説明会 
 

「もんじゅ」のあゆみ 

2004年 1月 改造工事に係る設計及び工事の方法の認可 
      5月 もんじゅ関連協議会 
     12月 最高裁が国側の上告受理申立を受理 
2005年 2月 地元自治体から改造工事事前了解を受領 
      3月 改造工事の準備工事を開始 
      5月 最高裁が名古屋高裁判決を破棄・自判し、国側勝訴の逆

転判決 
      9月 改造工事を本格着手 
2006年12月 工事確認試験開始 
2007年 8月 改造工事の工事確認試験を完了 
      8月 プラント確認試験を開始 
2008年 2月 初装荷燃料に係る原子炉設置変更許可 
2009年 6月 燃料交換 
      8月 プラント確認試験を完了 
      8月 性能試験前準備・点検を開始 
     11月 「もんじゅ安全性総点検に係る対処及び報告について

（第５回報告）」を提出 
2010年 1月 性能試験前準備・点検を終了 
      2月 耐震安全性評価結果報告書（改訂版）を提出 
    2月 原子力安全委員会が安全性総点検報告を妥当と了承 
    2月 性能試験再開の協議願いを地元自治体に提出 
    3月 原子力安全委員会が耐震安全性評価報告を妥当と認定 
      4月 地元自治体から性能試験再開の了承を受領 
      5月 性能試験を再開 
      7月 炉心確認試験（３段階の性能試験の第１段階）を完了 

１９８５年１０月 １９８６年１０月 １９９１年４月 １９８３年２月 



35 ナトリウム漏えい事故から性能試験再開まで 
平成 

７年 

平成８年 

(1996年) 

平成９年 

(1997年) 

平成10年 

(1998年) 

平成11年 

(1999年) 

平成12年 

(2000年) 

平成13年 

(2001年) 

平成14年 

(2002年) 

平成15年 

(2003年) 

平成16年 

(2004年) 

平成17年 
(2005年) 

平成18年 

(2006年) 

平成19年 

(2007年) 

平成20年 

(2008年) 

平成21年 

(2009年） 

平成 

22年 

３月 

東海再処理施
設で火災・爆
発事故 

→ 

「動燃改革」
へ 

 

２月 

フランス政府
がスーパーフ
ェニックスの
廃止を決定 

１０月 

核燃料サイク
ル開発機構が
発足 

９月 

ＪＣＯ臨界事
故 

１月 

中央省庁再編 

８月 

美浜３号機で
配管破損事故 

１０月 

日本原子力研
究開発機構が
発足 

１０月 

原子力政策大
綱 

９月 

新耐震指針 

７月 

新潟県中越沖
地震発生 

もんじゅ事故 
▼12/8 

「もんじゅ」の必要性に関する国民参加の徹底的な議論 

報告書提出 

3/30▼ 

「原子力政策円卓会議」設置を決定 

3/15▼ 

「原子力長期計画」決定 

11/24▼ 

工事計画の地元了解願い 

12/8▼ 

変更許可申請の地元了解 

▼6/5 

改造工事の変更許可申請 

6/6▼ 

改造工事の変更許可 

→設工認申請 

12/26→27▼ 

改造工事の設工認認可 

1/30▼ 

改造工事の許認可 

改造工事の地元了解 

2/7▼ 

もんじゅ関連協議会 

5/26▼ 

準備工事開始 

3/3▼ 

工事確認試験完了 

8/30▼ 

改造工事 

プラント確認試験開始 

8/31▼ 

プラント確認試験 

プラント確認試験完了 

8/12▼ 

性能試験前準備・点検開始 

8/13▼ 

性能試験前準備・点検 

委員会設置 

7/19▼ 

福井県「もんじゅ安全性調査検討専門委員会」 

報告書の県民説明会 

12/13▼ 

国側が高裁で敗訴→上告 

1/27→31▼ 

最高裁でもんじゅ行政訴訟 

最高裁で国側勝訴 

▼5/30 
最高裁が上告受理 

12/2▼ 

「安全性総点検」 

原因究明 

起動準備 

完了 

▼1/31 

性能試験 

性能試験再開 
5/6▼ 

５月６日午前１０時３６分 
性能試験を再開 

 

 

 

 

 

 

５月８日午前１０時３６分 
臨界に到達 

 

 

 

 

 

 

平成２２年４月２８日 

地元了承 



36 性能試験再開までの１４年間の取組み成果 

ナトリウム漏えい対策 
に係る改造 

○ナトリウム漏えいを早期に検
出して、速くナトリウムを抜き
取り、漏えいを止める 

蒸気発生器の信頼性 
向上に係る改造 

○水漏えいを確実に検出して、 
速く水を抜き取り、ナトリウム
と水の 反応を止める 

温度計の交換・撤去 

○短く、段つき部のない形の
温度計に交換し、流力振動
を防止する 

○温度計本数：４８本→４２本 

1次系ナトリウム ２次系ナトリウム 

タービン・発電機 

改良型温度計 

総合漏えい監視システム 

平成１９年５月２３日改造工事終了 

蒸発器放出弁の追加 

・改良工事後の確認試験において機能を確認済 

・ナトリウム系設備については炉心確認試験で正常に機能していることを確認  

40％出力試験で機能を再度確認 

改造工事の主な内容（具体例） 
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野
坂
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層

琵琶湖

若狭湾
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和
布

－
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飯
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断

層
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大
陸

棚
外

縁
断

層

甲
楽

城
断

層

鍛冶屋断層

醍醐断層 関ヶ原断層
大清水断層

門前断層

「もんじゅ」

ウツロギ峠北方－池河内断層

浦底－内池見断層

白木－丹生断層

山中断層（文献断層）

「もんじゅ」から半径30 km

0 20 km

野
坂

断
層

琵琶湖

若狭湾

B
断

層

和
布

－
干

飯
崎

沖
断

層

柳
ヶ
瀬
断
層三

方
断
層 敦

賀
断

層

Ｃ
断
層

花
折
断
層

熊川断層

大
陸

棚
外

縁
断

層

甲
楽

城
断

層

鍛冶屋断層

醍醐断層 関ヶ原断層
大清水断層

門前断層

「もんじゅ」

ウツロギ峠北方－池河内断層

浦底－内池見断層

白木－丹生断層

山中断層（文献断層）

「もんじゅ」から半径30 km

0 20 km

新耐震指針に基づき原子力機構
が評価した起震断層
報告書の提出以降に変更した
箇所
原子力安全・保安院が同時活動を
考慮するよう指示した断層
地震調査研究推進本部による
鍛冶屋断層帯以单の断層

新耐震指針に基づき原子力機構
が評価した起震断層
報告書の提出以降に変更した
箇所
原子力安全・保安院が同時活動を
考慮するよう指示した断層
地震調査研究推進本部による
鍛冶屋断層帯以单の断層

新耐震指針に基づき原子力機
構が評価した断層 

報告書の提出以降に変更した 

箇所 

原子力安全・保安院が同時活動
を考慮するよう指示した断層 

地震調査研究推進本部による
鍛冶屋断層帯以单の断層 

平成20年3月 「もんじゅ」耐震安全性評価結果の報告    
→基準地震動６００ガルを提示 

     中越沖地震等の新知見の反映 
活断層評価の審議状況及び新潟県中越沖地震の知
見等を反映して基準地震動を見直し。 

・安全上重要な主要施設の耐震安全性が確保されてい
ることを確認した 

 （平成22年2月 「もんじゅ」耐震安全性評価結果改訂版を報告） 
 

・国の委員会で評価結果の妥当性が確認・了承された 
 （平成22年3月15日 原子力安全・保安院確認） 
 （平成22年3月18日 原子力安全委員会了承） 

当初設計（旧指針）の基準地震動（４６６ガル） 

平成21年3月 再評価した基準地震動７６０ガルを提示 

新指針（平成18年9月）に基づくバックチェック 

性能試験再開までの１４年間の取組み成果 
「もんじゅ」の耐震安全性について 



38 炉心確認試験期間における不具合等 
発生日時 等 件名 対応状況 

１ ５月６日(木) 
 23:09頃 

破損燃料検出設備におけるカバーガス法破損
燃料検出装置の不具合【他２回】 

調査中 

２ ５月８日(土) 
 16:45頃 

１次メンテナンス冷却系ベント配管「予熱温
度高」警報の発報 

完了 

３ ５月９日(日) 
  7:49頃 

「中央計算機警報（２次主冷却系Ａループタ
ンクベーパトラップ出口温度低）」の発報 

完了 

４ ５月９日(日) 
 21:35頃 

一般排水の処理設備における「処理水ｐＨ低
」警報の発生 

完了 

５ ５月10日(月) 
 20:50頃 

制御棒挿入操作の一時中断 
 

完了 

６ ５月11日(火) 
  8:19頃 

「中央計算機軽故障（燃料取扱系計算機の伝
送異常） 」警報の発報 

完了 

７ ５月14日(金) 
 12:20頃確認 

格納容器床下雰囲気酸素濃度計の停止【11:02
頃と推定】 

完了 

８ ５月17日(月) 
 10:48頃 

「プロセスモニタ故障（放射線管理室排気モ
ニタラック異常）」警報の発報 

完了 

９ ５月19日(水) 
 10:55頃 

ナトリウム・水反応性生物収納設備系統内「
酸素濃度高」警報【他２回】 

完了 

10 ５月22日(土) 
 20:45頃 

「１次主循環ポンプ－Ｃ Ｍ－Ｇセット制御
盤異常」警報の発報 

完了 
水平展開予定 

11 ５月22日(土) 試験用機材（臨界の安定性を速やかに確認す
るための仮設計器）調整 

完了 

12 ５月22日(土) 
 19:34 

「新燃料移送機連動運転渋滞」警報の発報【
他１回】 

完了 
水平展開予定 

13 ５月23日(日) 
 16:31 

運転床上雰囲気止弁用のグラフィックパネル
用のリミットスイッチの位置不良 

完了 

14 ５月24日(月) 
 14:20頃 

高圧第２給水加熱器水位調節弁のシートリン
グの補修 

完了 

15 ５月26日(水) 
 15:30頃 

メンテナンスクレーンからの発煙 完了 

16 ５月27日(木) 
 10:25頃 

「補給水タンク水位高」警報の発報 完了 

発生日時 等 件名 対応状況 

17 ５月27日(木) 
 22:55 

気体廃棄物処理系の「ドレン排出用窒素ガス
圧力低」警報の発報 

完了 

18 ５月31日(月) 中央計算機のＣＲＴ（ディスプレイ画面）画
面選択ボタンの補修 

完了 

19 ６月４日(金) 
 13:27頃 

「Ｂ １次補助系予熱制御盤故障」警報の発
報 

完了 

20 ６月11日(金) 
  9:50頃 

１次アルゴンガス系冷凍機（Ａ）の潤滑油漏
れ 

完了 
水平展開予定 

21 ６月25日(金) 
 14:55頃 

ディーゼル発電機（Ａ）の故障警報の発報 完了 

22 ６月25日(金) 
 14:00頃 

空調用冷媒冷凍機（Ｃ）の潤滑油滲み 完了 

23 ７月１日(木) 
  2:25頃 

排水モニタ故障警報の発報 完了 

24 ７月７日(水) 
 10:21頃 

「２７５ｋＶ碍子洗浄装置故障」警報の発報 完了 

25 ７月９日(金) 
 15時頃 

炉外燃料貯蔵設備冷却系のナトリウム漏えい
検出設備 サンプリングポンプの切替え 

完了 

26 ７月11日(日) 
 10時頃 

固体廃棄物貯蔵庫パッケージエアコンの故障 
 

完了 

27 ７月12日(月) 
 13:50頃 

「照明雑動力主分電盤故障」警報の発報 
 

完了 

28 ７月13日(火) 
  6:00 

制御用圧縮空気設備の警報の発報【他３回】 完了 

29 ７月17日(土) 
  1:13 

照明雑動力主分電盤故障の警報発報 完了 

30 ７月17日(土) 
 14:45 

「プロセスモニタ故障」警報の発報 準備中 
（部品待ち） 

31 ７月19日(月) 
 23:33 

燃料池水浄化装置循環ポンプの電磁接触器の
動作不良 

完了 

32 ７月20日(火) 
  8:28 

原子炉補助建物内の床ドレン配管の詰まり 完了 



39 【メモ】 


